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●「市川市の農業」都市型農業のこれまでとこれ
から　10月18日（日）午後1時30分〜4時30分
/市川公民館/300円（資料代）/市川緑の市民
フォーラム/☎373-1971秋元
●マンションに住まう方の意見交換会　10月21
日（水）午後2時〜4時/文化会館/住管センター/
☎047-420-3307坂田
●葬儀・仏事の勉強会　10月24日（土）午後2時
〜4時/文化会館/ライフデザイン研究所/☎03-
3577-7466佐藤
●ちばっ子ネットサポート研修会（全5回）　初
回10月28日（水）午前10時〜午後4時/対象子
育ての知識と理解を持つ方、保育士などの有資
格者/文化会館/ちばっ子ネット/☎350-8619
同事務局

●チャリティバザー　10月18日（日）午前10
時〜午後2時/じゅん菜池緑地/AKAY支援プロ
ジェクト/☎372-6988山本
●市川健康まつり　10月18日（日）午前11時
〜午後2時/じゅん菜池緑地/同実行委員会
●彩花展　10月23日（金）〜25日（日）午前10時
〜午後5時（最終日は午後4時まで）/八幡市民談
話室/薫風/☎334-6778圓谷

●ダンスパーティー　10月25日（日）午後1時
〜4時30分/勤労福祉センター/1,200円/ダン
ススポーツ協会/☎379-3490島崎
●蒼人社書展　10月29日（木）〜11月1日（日）
午前10時〜午後6時（初日は正午から、最終日
は午後5時30分まで）/八幡市民談話室/同会/
☎373-4437金子
親子レクリエーション（2歳〜3歳の親子）　

10月30日（金）午前10時〜11時30分/市川公
民館/要予約/ナルク市川/☎326-5548桑原
●秋の盆草･さつき展　10月31日（土）〜11月
1日（日）午前9時〜午後5時/行徳文化ホールＩ＆
Ｉ/行徳盆草クラブ/☎396-1005土岐
●霜月コンサート　11月1日（日）午後1時〜3
時/木内ギャラリー/2,500円/沢井箏曲院/☎
376-8123菅野
●のんびりウォーク、寺町めぐり（15人、小学生
以下は保護者同伴）　11月21日（土）正午〜午
後3時30分/南行徳駅北口集合/500円/市川
市ユースホステル協会/☎326-9112同協会

ニート･フリーター対象合同就職フェア　
11月21日（土）午後1時〜4時/ボランティア･
ＮＰＯ活動センター/セカンドスペース/☎322-
1257成瀬

語学・教育
●仏教美術　第3火曜日午前10時〜正午/市民
会館/月1,250円/煌の会/☎327-8722大橋
●英会話　月3回木曜日午前9時20分（中級）
午前10時30分（初級）午前11時40分（上級）/
男女共同参画センター/1回1,500円/ステップ
アップ英会話/☎393-6323斉藤
●料理と家事学（男性5人）　第4日曜日午前10
時〜午後1時/男女共同参画センター/年12,000
円、食材費1回1,000円/市川メンズ家事クラブ/
☎372-2167彦坂
●中国語　第2･4土曜日午前10時30分〜正
午/行徳公民館/月2,500円/ニーハオ/☎396-
8639松本

スポーツ・ダンス
●卓球　毎週水曜日午後1時〜5時/曽谷公民
館/前期4〜9月、後期10〜3月各5,000円/曽翠
会/☎371-8315鈴木
●チアリーディング（小3〜中学生）　月4回土
曜日午後1時〜5時/男女共同参画センター/
月3,000円/レッドフェアリースジュニア/☎080-
5440-1191鈴木
●フラダンス　月3回水曜日正午〜午後3時/男
女共同参画センター/4,000円/レイラニ/☎376-
6080上榁
●ヨガ（40歳〜60歳前後）　月4回土曜日午前
9時45分〜10時45分/塩浜市民体育館/月2,000
円/リフレッシュヨガ/☎397-4739峯崎
●フォークダンス（基礎）　第1･2月曜日午後1時

〜3時/東部公民館/1回600円/あじさい/☎338-
4366田邉
●フォークダンス　月4回火曜日午前9時〜11
時/スポーツセンター/月1,500円/かすみ草/☎
372-2724清滝
●社交ダンス（初心者、初級の方）　月4回木曜日
午後1時15分〜2時45分/勤労福祉センター分
館/入会金1,000円、月3,000円/さくら/☎090-
8341-4831マキヤ

音楽・芸能
三味線　第2･4土曜日午後2時〜5時/東

部公民館/月500円/宮久保三味クラブ/☎372-
9612東海
●ピアノ　月2回木曜日午後4時〜5時30分/市
川公民館/月2,700円/ブルーカナリヤ/☎047-
424-4034桜井
●詩吟　毎週水曜日午後6時〜8時、第1･3土
曜日午後2時〜4時/勤労福祉センター/入会金
1,000円、月2,000円、教本代別/岳央吟道会/☎
379-9403遠藤

書道・絵画
●水彩画　第1･3木曜日午後1時〜4時/中央公
民館/入会金3,000円、月4,000円/彩友会/☎
090-6504-2713小池
●書道（幼児、小学生）　第1･2･4木曜日午後4
時〜6時/若宮公民館/月2,000円/かきかた書道
教室/☎334-6829三浦
●書道　月3回木曜日午後6時〜8時/中央公民館
/月3,200円/市川書道クラブ/☎334-0598小倉

●書道　月3回土曜日午後5時〜7時30分/行徳
公民館/入会金1,000円、月2,500円/玄書会/☎
358-0948小山
●実用ペン習字・書道　月2回日曜日午後2時〜
4時/行徳公民館/月2,500円/土筆会/☎396-
1341中筋

その他
●囲碁　毎週火〜日曜日午後1時〜5時/宮久
保老人いこいの家/入会金1,000円、半年2,000
円/宮久保碁友会/☎080-2068-3355金澤
●江戸千家茶道　第1･3土曜日午後1時〜4
時30分/市川駅南公民館/入会金1,000円、月
2,000円/市川茶友会/☎321-0786後藤
●洋裁　月4回火曜日午後0時30分〜4時/行
徳公民館/月2,500円、会費600円/カトレア/☎
397-4414新保
●きもの着付け　月4回土曜日午前10時30分〜
午後0時30分/南行徳公民館/入会金2,500円、
月2,500円/着物など無料貸与有/あやの会/☎
396-7816松田
●パソコン（初心者）　第1･3月曜日午前9時〜
午後0時30分/東部公民館/1回1,300円/ミモザ
クラブ/☎339-9451長谷川
●居合　第1〜3水曜日午後4時〜6時/本八幡
地域ふれあい館/月2,000円/柳心会
●将棋（小学生）　第1･3日曜日午前10時〜
午後0時40分/男女共同参画センター/入会金
3,000円、1回1,000円/市川子供将棋クラブ/☎
070-5078-2449谷口

…1％支援制度の支援対象事業

「マイタウンいちかわ」
10月10日（土）〜16日（金）

いちかわエフエム
83.0MHz「エコーいちかわ」
月曜日〜金曜日／10：00 18：45　　　  〈広報広聴担当〉「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、市のホームページ「インターネット放送局」でご覧になれます。

放送時間
10：00 12：30
19:00 22：00

　市長対談　ゲスト：東京歯科大学市川総合病院　 病院長　安藤暢敏さん　　特集
JCN市川（CATV）
アナログ9ch
デジタル11ch

たのしもう
イベント

いってみよう
講習会 ・ 講演会

このコーナーは2週号・4週号に掲載しています。

やってみよう
仲間募集〜趣味・交流

○「市民の広場掲載依頼書」（広報広聴担当
または公共施設に設置）を、利用施設で確
認をとってから広報広聴担当に提出してく
ださい。

○政治・宗教・営利活動として行うものは掲載
できません。その他「市民の広場掲載のき
まり」に準じて掲載します。

○同一団体の掲載回数は、「仲間募集」と
「講習会・講演会」「イベント」を合わせて
年3回（4月〜翌年3月）までです。

○仲間募集は先着順で掲載します。催しなど日
時の定まっている原稿の締め切りは、原則、
広報いちかわ発行日の22日前の金曜日まで

（必着）です。

「市民の広場」掲載の注意事項

1％支援制度の支援対象団体の活動を紹介
するコーナーです。原則、各団体からいた
だいた原稿を、そのまま掲載しています。

◆11月21日〜22日市川市少年自然の家で、
一人親家庭の母と子のお泊り会をします。親
子でカレー作りや、梨の木のペンダント作りや
ゲームをして楽しくすごします。大人千円、子ども
五百円。芙蓉会佐々木迄　☎372-7510
◆真間史蹟保存会文化講演会「真間と北原
白秋その芸術」講師中津攸子。「源頼朝の江戸
川渡河」講師山路直充。10月18日1時、山崎製
パン企業年金基金会館3階。マンドリン＆アルパ
合奏有り。費用五百円。☎322-2554陶山
◆市川ジュニアＢリーグでは、小学校4年生
以下を対象とした野球ゲームを開催していま
す。一年間練習した成果を見せる秋季大会が
スタートしています。柏井の森に子供たちの歓
声がこだまします。是非ご観戦を!
◆正しい納税意識の高揚を目的として、小学6
年生に対し租税教育の一環として税に関する
標語を募集し、応募者全員に記念品を贈ってい
ます。税を学び税を考える推進活動(社)市川
青色申告会☎333-0111田代

◆減災講演会＆住宅相談会10月31日(土)13
時20分〜市川市民会館第1会議室/インフルエ
ンザ対策･自分でできる地震対策･耐震リフォー
ムのポイント/ＮＰＯ法人安心で安全なまちを
つくる会/☎050-1571-0012※要予約
◆いちかわネイチャーゲームの会「生きもの
たちのかくれんぼ」秋の自然を楽しもう。10月18
日(日)10時〜大柏川第一調節池/お申込は往
復ハガキ又はメールで中西へ。市川市柏井町
1-21-17。ichikawang@yahoo.co.jp
◆東部マンドリーノは、東部公民館で自主演
奏会や施設慰問を通して地域の文化活動向
上の為に活動している団体です。合奏好きな
仲間が集い毎週火曜10時〜13時迄楽しく練
習しています。仲間募集☎337−9101酒井
◆♪いちかわ森コンキャンプ♪10月31日市民
キャンプ場/テーマ『センス・オブ・ワンダー』上遠
恵子さんのお話＆マコトキノシタさんのギターの
コラボレーションを楽しむキャンプです。ワーク
ショップFrau☎337-5745

支 援 制 度
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ん
。菜
園
の
胡
瓜
は
た
い
が

い
曲
が
って
し
ま
い
ま
す
ね
、そ
れ
を
夫
似
と
し

た
所
が
面
白
い
で
す
。永
井
さ
ん
、休
肝
日
を

ま
た
延
ば
す
と
は
気
の
弱
い
事
で
す
ね
。奥
さ

ん
に
睨
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
よ
。森
田
さ
ん
。ご

主
人
が
死
の
床
で
は
、さ
ぞ
お
辛
い
事
と
思
い

ま
す
。ど
の
句
も
お
気
持
ち
が
よ
く
出
て
い
ま

す
。死
の
せ
ま
る
夫
へ
奇
跡
祈
る
日
々
を
頂
き

ま
し
た
。く
れ
ぐ
れ
も
お
大
事
に
。

ご応募を
お待ちしております。


